





滝への佳を入るど山の小さな关術館」が 
あり.造杉作家•友永 S 二氏の作站が常 
狡されている。さらに进むと，旧槍限 
兜砀を移設した「フォレスト•ウイスパー, 
く木工芸館）がある。2咕はホ-ルでコン 
ナーげ俳句会に利!]!されている。白然 
时洧の足休めに立ち寄るもよし 
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北秋川に 入つ てす ぐのところに 払沢の滝が ある。 この払沢の淹が2 月 5 口に 完全 
結氷した。昭和60年2月に結氷して以来、11年ぶりのことである。滝崁に大蛇が 
接む といぅ 伝説が残る神秘的なこの淹は、 落差 60 メ—トルの 4段から なり、 日本 
の淹百選にも選ばれている。 S の淹の優美さは、厳寒期、結氷して沈黙の垂々し 
い 白然の ォブジヱと 変わる。沢の音が静かに響く中に氷の寿さが： m に染みいる U 


柬京の滝 


檜原村. 払沢の、 

























大きいことはいいことだ、の時代は遠く去つた。山椒は小粒でピリリと辛いの替ぇどおり、街 
yyr にはスパィスがピリッと利いた人物がいるものだし、お店にしても一坪内外のスぺースで堂々 


在感を示している場合がある。この立川にもありました。今：：：はそんな「超小規模店 





































賢治を演つてみませんか 
一 第5回立川演劇祭 一 


東京靴流通センター 

$川町 1-5( h 4 _ t ?37-3041 

JA 経済センター mil 店 
，川町 2-44-3 036 -1824 

p A 棘みどり 2 JH 支店 
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ファッシ 3 ン八ウスほまれ！ 
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「とんかつ j というノボリが立っているのだが.この店（羽 
衣町2 丁目）には入口がない. I かも店名ら L » ewta 当 
らない • •夷 u この店.料用を n 理®へ「卸す j 衮務を t にや 
っているので • 通る\にあまりアビールする必要もないし、 
出入 u もいらない道项である，かたわら、 q 宅の出®を使っ 
て「小允*) j らしているが • なん 11 ユニークな商充の杉ら 
あるものだ4 

今日もノボリを tt ためかせ、庙名•鵬のない虑は两店衋集中 • 
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W ジョイフルブラ ザ 

JR 立 川 駅南口識訪通り S 29-2772 


1 立川商 
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| おそのい時計店 

1羽衣印 2-32-2 
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| 赤松タバコ店 

羽衣町242 

024-7852 

中 ft 豆腐店 


羽衣町 2-12-34 

022-5723 
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栄蚁 - S 8-7 
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メンズカツト 
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036-6716 | 
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COff 日 B 8 hOP 遊番 
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寿屋酒 
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三田花 
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セガ S 薬 
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マルミヤスポーツ 

tt ®2-7-8 

022-2912 

そば高尾 

:亭 

拥町 5-5-31 

»22-2710 

BS タイヤショップ紐滴会 

章® 5-10-2 

»37-0912 

いなげや立 JN 幸店 

幸® 1-23-6 

037-1820 

ロッテリア HiiWDSCie 

幸邸 4-38 

037-4413 

洋薬子マリアン 

裏松町 2-10*22 

024-3912 


横町屋菓子店 

_高松町 2-11-23 _ «22-2609 

^藤育果店 

萬松町 2-3-13 _ 022-6443 

|7. ーパーやなぎや 
_羼忪®2,5 _ 022-4322 

^7レンド塞房 

JR 松®3普2 — 027-1555 

TiJ 梨中央銀行 TUW3US 

_高松邱 2-16-13 n 26-1571 

CAFtaESTAmANT TIP-TOP 

裹松町 3-27-27 »25-2030 



辟 

人がゐて•街があります， 
あなたがゐて•立川があります-, 
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パ ートナー 

心のふ41れ十人如:14す 

①銀行 

©節一肋*»行 


ぼだい樹 
印 2-4-18 _ 028-0556 

P マツホーム 

5_蚁+6 —025-5811 

m m キャリー 
\ mnm 2^7 _»28-2630 

0 T みゆい処ね 

|«» BC 2-4-8 022-8202 

$沢ガラス店 

Ufe «®2-4-8 022-3065 

& 室 園 

卜町2+8 22,2894 

g ウ都市企画 

ド町 2-3-1 3 028-2556 

P エダ文具 

卜!町2+2 — »25-6584 

R りゃ 

>格印2+3 _〇23-2590 

g 川高等技芸学院 

町2,9-4 _〇22-3424 

b ックスしんあい 

_啦十1 _»27-6701 

松山堂薬局 
^15^3-13-25 022-2550 

こむろ酒店 
衆的町 3-14-3 _ 022-2613 

ゴンフアノン•クボ立川店 
粲费印 3-4-2 _»27-7413 

かつ 辑 
柴鰣町 3-5-2 »25-7647 


! 京樽立川南口店 
衆崎町3*6-2 _〇21-4640 

理容ふなやま 
柴嫌阳+23 027-2780 

多摩中央■細_口支店 

*鲭町 3-7-4 _ 028-2211 

才 1 J オン害房 

賴町3+27 Og -3111 

和光証券立 IH 支店 

榮»町 3-8-2 _〇24-1321 

紀ノ国屋立 JII 店 

若葉町 1-13-2 _»36-16 CM 

ふとんの胃木寝商 
若蕖町 1-8-1 _ 036-6833 

エッソ石油 

若第町 2-1 _ 035-3081 

いなげや若葉町店 
若！[町 3-21-1 _ «37-4119 

ルミネ立川店 1F5M 

W 5 I 2-1-1 _ 027-1411 

ぉ蕹子の家エミリーフローゲ 
W 町卜心28 _ 027-4138 

アルビヨン 

用® 2-4-28 — «25-3824 

caf 6 パーゼル 
晒邸 2-11 _ 023-3746 
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-町2-” _ 023-3746 

ロッテリア立 JII ルミネ店 
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月刊 • えくてびあん-立 H と躲ろう • 立川に生きよう 


涵赛 I 40恭 


I たちかわ小ホ—ル • 1 資恪:/三冬窄 

に本拠を袤く rftwBI 体おょび個 &• 中し 

达み方法/指 2 の.屮 1 込み叫紙 1 :記入のぅ 

え財団「たちかわ^刺祭」係まで郵送去た 

は持参•問へ rT せ/立川市地域文化报興財 

01^^0425 - ^ • 131215 



凛'-曲 〆 S かわ; Sr *， にて:«^6瀵め？ sgT * リ5 


々作は宮沢«治4-:逢 •& 年 K 念> 

いま、全国でい < いろな，»饴企画，が 

盗んである -isft には K 治作 Mi 、 w 治 ^ が 

花べられ*各雜芝の特斑も数多い，：：：本だ 

けでなく 外の拥沢が增 . WT いる」-いう* 

河故に • VVH ， isipswTrf が ?110 されるの 

で*ろうか 

ttff を広く A れば、地球 a 揆の危梭 sa * 

めるいは終末 A 诜 とい C たものが大きく^ 

® しているょうである“^€11(の街 V 立川で 

a •賢治生 £-*& 年にぁたり.第311:を迎ぇ 

る「なちかわ演刺祭」を «(;•» 治作&あ 

るいは^治をテーマ 1 :した作£， 5 らには 

ォリジナル作品を広く公势することになつ 

»治の. H 然爱，動物や補物を通しての生 

命慼兌なぃ/現 ft 人が失おうと L ている T 

丨マについて考ぇさせる絶好の隧会と云ぺ 

てょいであろうム 

_ nil . p ;、 を tin わず、心温まる&一§の^ 

格が期 H - されている* 

•主 fff / 立川市地域文化 m«w 01 #n 

r ?/ 8 : r :20 n 〜认 CTIB •会«/ァミュ 


1 



日に何杯となく*がぶがぶと飲んで 
しまぅ n I 匕 I •> だが、小松後彦さんが 
いれてくれる n — ヒ—を欧んでみると、 
何気なく软んでいる毎日のそれ6同じ 
「 n — ヒ IJ といぅ名で呼んでいいもの 
か•それ W にちがう H 沢とは決して金 
を掛けることではない"むしろ® a の集 
中だと教えられた気がする。 


羽衣町 2 Tn に - iw 琲桊職人 I 
{tel/ 24 15699 } がある • 

小さいが木の味わい©.かな uf 内で， 
n , じ钤盹•小売 n を I ている 
小忪俊4さんは«1)1赓「6分の 
it きな U を•白分の好きなよラ K 
«煎1て*お客さ4に«んでもら 
えるんだつたら，こんなうれ I い 
ことはない j t . w つて一 iiHIHSl : 
明^ • したという* 

raeL てから確尤にお客さ < の 

啟が袖えている，つまり，«-んで 

もらえている jiF . しで*ろ 

味のきめては • ぇず『な i 豆」 

のちがいである t いう • ス — パ | 

やデパ—卜のゴ—ヒ — M 売場の商 

"§ とは ^< ちがうル—卜で仕入れ 

ているのが•まず小松流* 

フ z ： 分が H に入つている fi だけを 

ti 入れているんです • コ I b 1は 

項 « 品ですから • 私•と好みが合 

う"ならば•おい L いとムつてい 

ただ It る 6 {t です」 

また小松さんは 「3 K 材からいい 

味を »}|$ 出すのが私の什^」とも 

云い， W の焙煎に m 屮する9 

た LJ えば •¥- に r ブラジル」と 

いう K 小で a な { ジラジル.ド 

板 Ris より j MKwc;j 名例が明•小 

されて • その V: をどのよ5じ煎れ 

ば K -.V ICO 味が 'J I き出せるかを研 It 

I ている。 

今店内1 : ある ff 和 II ストレー 
卜 20 W ブレンド8 «’ 1 W をあ 
げてみよう ♦ 


マンデ y ン G —*-]0 og 3 7 OW 
エチォビアモガ 3 SON 
キ y 7ンジャ nAA 380 R 
キ A !バクリ X タルマウンテン 

57 0円 

夢ブレンド 360 F 1 
羽衣ブレンド 350 R 

スペシャルブレンド 450 R 

こぅ«.てくると*雄門店といぇ 
ども•デバ—卜などで H ぅの t 人 

足ない flrl 段で W みの兌が手に入る 

こ t がわかる“ 

『 itu 排鈔職人』のお客さんの中に 

は•な itt を no て自分で焙煎す 

る入もいるし* X トレ l -^- vat » 

頫か ft 人れ T •独 CE のブレンドを 

試みる入 t いるという* 

g を^るまでが小松さんの ft ^ 

なので•コ—ヒ—をいれて充る • 


つ lte の » e - s 店のようにこの 
店で飲むことは出米ない • しか1、 
I つの 「 ft 本 j として、小松さん 
は I ば L ばコーヒーを0分でいれ 
て炊ませてくれる U 
「3丨ヒーは-いくら IJ で说叫し 
て t 舌^らずなところがあるんで 
すよね • 茗際に肽んでいただくの 
が一' S なんです」 

小松さんは、あくまで•家 K 用， 
のコーヒ I を R 衍している•従つ 
て•喫茶 PJ へ卸すというよラなこ 
とは L ていない* 

いわ^る V 棻»な(1* L ている 
睐を嫌つているようだ* 

さて •« みの9.を手1:人れたら 
あとは•いかに爸の&から8みを 
引き出すかにある U +松さんは特 
に n レと* n — ヒ—のいれ方を指 
定はしない • 

n — ヒ|«奵{豕の工夫も衆しみ 
もここにあることを知つているか 
らであろう ■ 

炝舯業者は•な i 豆から旨みを 
引き出す • iAcl 荇は焙煎された豆 
か . bnA を引き出す小松さん U 

こ5別り切つている。 

ふり返っ*:みれば•仗 wvftw 時 
ft から•いまや•胧 ft , の時 ft と 
なり • 1日に^^もコ I ヒ—を飲 
む人が多くな<1た • 

だが.，杯の n — ヒーを本-* fc . 7<: 
吟味して»:む人がどのくらいいる 
だろうか • 椒蹁な褐&•色つさの 

お湯を飲んでいる鳩 ft もあるで A 

ろラ* 

ささやかな»沢の一つとして. 

こ： i の n 丨ヒ IJ の吟味からは 

じめてみては•いかがであろう • 

「 W つたタイよ bt •生きのいい 

イワシの方が S い」 

こういうこともあると.小松さ 

んは結んだ • 



-» i £ は「 n ンピユ—夕|時代」とかで、やれパソコン 
通倍だ、やれィンタ—ネットだと姦しい， 

ものを杏いたり•手紙を発信 I た”するのに「紙と鉛 
鼙 j 派の </. としては•こういう時代の風潮に止齑，ジク 
ジたるものがある•パゾコン通 tn などしなくたつて•莱 
5か封在でかまわないではないか* 

大体•コンビユ—夕 It いう ti 物には人問の rtfy 」 
がかんじられない♦ヒユーマニズムの欠如もおびただし 
いと声を^にして S いたい•そりや、コンビユ—夕—や* 
そのソフトは文化の形を变ぇつつあるのかも知れないが • 
それが入^にとつてシア7セな方向をたどつているかど 
うかは定かではない- 

こんな ••とを疗ぇている析りら折り" 友入の | 人がふ 
と1名 faJ を吐いた*いわ <、究»のコンビユーターは 
「鉛鼙 j であるという•鉛挛の塥合•ソフトにあたる部 
分は.：！：分-11待の蹯帜だろうし、第：鉛*には«渾がい 
らない•その上•小さ：/ e い"なんとも R くこと U 鉛 
眾 u « く卜 r « I 時に印刷されている让組みである•それに 
安®なこ卜•他に翔例がないのではないだろうか • 1本 
赶円するかしないかである • 

この说 4- W いて•私は&に心強くなつた"(第一•歴史 
がちがわあい/)と叫びたい^分である * t のの本によ 
ると•鉛 5 (^は*代ギ y シャ•口—マ時代にはすでに•鉛 
笨に似た^ a 用 ft はあつたのだそうである•鉛の塊を ft 
の皮などに sey * を r « L していたという*だが現在のような 
洪鉛を II •沐 t する木格的な2:£笊の発明は1564年、エ 
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リザべス P 利時代にィギリスのヵンパ—ランド 111 瞰で ts 

鉛が«兄5れ*これを棒状に加"1:して¥,111用兵1:1たの 
が始ま〇だそうであも • 1795年には-1コラス•ジャ 
•リク • n ンナ t いうフランス人が黑鉛 t ««. l : を iM 合して • 
それを布3で娩 J 固めて芯を作る方法を 9* L ている • 
この方法 1 :よって8 iift と tt 上の泥 fr 比^によって 、 ierx 
の«化が » f 能になっ/ • •今口に-ムラ H 5：とか2 H t か4 

B な/ t て St ! 号はここから出ているという • 

これだけの^ H をかけて • は- t * く」というヤ 

に英知を Ife 中してきた•中1111でいぇば古くから•毛笨が 

あ*^ CS では W 年爭が発逢 I た•さらに•今：：：ではボ 

I ルペン•フ K ルトベンなど文^ ft ® の店 g を飾つてい 

る•それぞれに，入烦が itL 得た「傑作 J t 云つても過 

WC ではあるまい4それが•ここ何年かの•戊い » i 史しか 

もたない n ンピユータ1<:よつて;.«&されるなんて，と 

ても許1難いこ t で*る 

ヮ|ブ □ やパゾコンで#けば •：：— く •されいな^12が 

仕上がるといラ入もいるが*トルストィもへミングウ JL 

I - 〇•味外も漱6も.みんな鉛碘か、それ<:準ずる擎紀 

用具によって h 作を«いてきたはずである. 

私は t きどさ•こんな夢をみる • 

n ンビ h I 夕—を^っている店には*が|人もいない， 

それにひきかえ •« の文 WAS では及蛇の列をなしてい 

る6みんな炝笨を H い求めにきた人たちである- 

こんな光髢を H の m にしたら•私の«肽はき c とさが 

るで*ろう ■ 


油絵を描， 
かたわら羽衣 


口 n 東風 

常する鈴木さ 


! P 1 

て10午余 • なぐるように，描く 
というやり方は • ひとつ間5 If えば 
キヤンバ X をや • ふつて1まうはど 
だという•その迫力は鈴木さんの 
姑 I 方や ^ ぶり•描かれた作品な 
どすベてに it:’ 通するもの*独待の 
«i い方があるという *: S 色*を使 
つて今 [Ml の怍品に描かれているの 
は • 太 pg の光を浴びる s-h 山。 

FWA を艰ねて咕かわれた描き 
ムを«,れば•その内来の師が盡で 
あるか•おのずとわかるという- 

荒々 I い絵を描く力はぬを描く 
こ t によつて3£られる t のだと W 
木さんは s <> た- 



この IW まで， ぅす汚れた残^ を 
あちこちに M かけましたが•今は 
天も地もすっかり frfecliL 
りま L た* 

存風はいわれなく 「*5? J をか 
もし出 L て <れるよぅです，#3 g 
のふく牛後、 fttofli へお出掛けに 
なりませんか-お待ち中 L 上げ i 

て 

_H 時3月190£ 

2^^ f 

■則 木： C - 以如 1 r 物- K をはじめと 

L て映_など辂りだ<さんの用意 

がしてございます* 

■お申し 込 A は’之くてびあん • 

コンパニオン j (本誌を T 渡してく 

れた人)へ • 


い i ごろになつて、と中しあげ 
ては不满愤かも知れないが、え< 
てびあん M 冊で昨年兑}7''した1さ 
よなら«门乎さ4*--についての記 ^ 
が朔 Hllrwf マリオン 》 tffHW 
ilHu w つていた ♦まだ •あの^ » 
f が人々の間1:生きていたと思う 
f » ir ^ t しては怯しい斛りで 
ある-もっと馆1いのは眇川«平 
さんが•今：：：でも立川人の心に N -: 
さつづけており、 ill り拼がれてい 
ることだ-追悼別«|の刖文にこう 
#かれている「許 W を W 1 いたと 
き•立川文化 [ a の - ft が yv をた 
てて崩 c てゆくので U ないか t 思 
つた JL \ このひと！ re が^ ft 氏 ffe 
=斯«1>は相*|*11に^1:入ハたら1 
く•このことにふれている 令>- 川 
t いう t 地を超えて「兑川文化囲」 
というものが存 It するのではない 
か i 思う" If かにあるのだ tlllvr 
それは『成 WI 5 J tlrl じように入 
の n にはつきり t は ft えないが* 
無色透叫ゆえに Ji よう h しない人 
には SI えないが•シカ t # frL て 
いるのではないか ♦ そのことを1 fl 
T - さん tj : いつも/1;してくれていた 
ように思うが•凡人は 0 f : さんが 
•しくな S , て追 W 別圓を_む段にな 
るまで； S がつかない •« しい升ガ 
である•文化|«の ffft は•その街 
的 t - f の文化と共に^きている幸せ 
を is じもことからはじのでは 
ないだろうか•あなたの心の中で 
「立川文化 WJ U 牛さ牛きと " f 吸 
をしているであろうか令 ^ 浼れの 
夜半の*. ft えくてびあん 

i lsK JI ! iypf.K 4田《| 小^小”_史 
nJrl flr 占風嬤 Att 井 iEu.Blf 8 薄 I 
3田|>4咬本わか二 

itHii Klf 度 m 纊蠘 I «轉上義油 

ス費ジ尊, 6 * n « I * H 簿31*¢ 
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入•進学、就職、おめてとう/ 

^ % hikp — 

門出にふさわしいモノ、きつとあります。 



〈はんの一例〉 


パズル時計(各種) 
有田焼 II f 炉うさぎ 

七宝ボ—ルべ> 


「08円 
三，五00円 
三，八00円 


砂川町 


真如苑だより 


^ズ<てひあん|^号 

平成 A 年 1 二月|日% 1C 

発行所えくて 1 /あん* MH ® 

柬棗筘立川市！！？町 2 117-5 

杉田ビル6 r 〒 •« 

II 括〇四 HM '.? l ! oc82 

fax 〇四 U 五§ 

網！！ l ? n 人 

立丼®^ 

R 1 IN 所槲大 廣 社 


I ? 9 7 


































































































































































多摩川の朝 


7 


:鈴木克吉 
短歌：佐久間美 tie 


おもむろに 
夜のとばりは 
朱色に 
移り川面に 
朝霧のたつ 








